
 
 

第６学年 社会科 指導案 

２０２５年 ２月１８日 
第６学年○組   ３８名 

 

 

 
 
１ 単元名 「新しい日本、平和な日本へ」 

 
２ 単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子などに着目して、地図や年表などの資料で調べ、我が
国の政治や国民生活が大きく変わったことや、我が国が国際社会において果たしてきた役割を考え、表現
することを通して、日本国憲法の制定やオリンピック・パラリンピックの開催などを手掛かりに、戦後我
が国は民主的な国家として出発し、国民生活が向上し、国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことを
理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度や、歴史の学習を未来
に生かそうとする態度を養う。 

 

３ 本単元の評価規準とキャリア教育を通して育みたい力（評価規準マトリクス） 

※キャリアと関連が密接なものはゴシック体・太字 

 

 

高学年の基礎的汎用的能力（夢４） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

人や社会と 

関わる力 
 

 

 

 

【人間関係形成・ 

社会形成能力】 

・相手の立場に立って
考え、思いやりをも
って行動する力 

・相手と関わりながら
より良いものを創り
上げようとする力 

①調べたことを年表や
文などにまとめ、戦後
我が国は民主的な国
家として出発し、国民
生活が向上し、国際社
会の中で重要な役割
を果たしてきたこと
を理解している。 

  

自分を 

みつめる力 
 

 

 

【自己理解 

・自己管理能力】 

・自分の長所短所を理
解し、自分らしさを
発揮する力 

・自分と異なる意見も
理解しようとし、積
極的に交流する力 

   

課題を 

やりぬく力 
 

 

 

 

【課題対応能力】 

・課題に対して、自分
が今、何ができるか
を考え、実行する力 

・情報や情報手段を主
体的に選択し、活用
する力 

②世の中の様子などにつ

いて、地図や年表などの

資料で調べ、日本国憲法

の制定、オリンピック・

パラリンピックの開催

などを理解している。 

 ①日本国憲法の制定、オリン

ピック・パラリンピックの

開催などについて、予想や

学習計画を立てたり、学習

をふり返ったり見直した

りして、学習問題を追究

し、解決しようとしてい

る。 

次に 

 つなげる力 

 

 

 

 

【キャリア 

プランニング能力】

・学ぶこと働くことの
意義を理解する力 

・将来の夢について考
え、実現に向けて設
計、行動、改善する
力 

 ①日本国憲法の制定、オリンピッ

ク・パラリンピックの開催など

を関連付けたり総合したりし

て、我が国の政治や国民生活が

大きく変わったことや、我が国

が国際社会において果たして

きた役割について考えたり、学

習してきたことを基に歴史を

学ぶ意味について考えたりし

て、適切に表現している。 

②学習したことを基に、我が

国の課題やそのよりよい

解決方法について考えよ

うとしている。また、歴史

の学習を未来に生かそう

としている。 

豊かに生きる力の育成 

～自分を知り「なりたい自分」に近付くキャリア教育の実践～ 



 
 

４ 部会提案 

（１）児童の実態と単元観  

  本単元「１２．新しい日本、平和な日本へ」は、小単元「１終戦直後の人々のくらし」「２民主主義による

国を目指して」「３再び世界の中へ」「４高度経済成長期の中の東京オリンピック・パラリンピック」「５変化

の中の日本」「６これからの日本を考えよう」で構成される。児童は、本単元を通して戦後の日本の歩みにつ

いて、「日本国憲法の制定をはじめとした戦後改革によって平和で民主的な国家として出発したこと」「国際社

会への復帰や東京オリンピック・パラリンピック開催などをきっかけに産業が発展し、国民生活が向上したこ

と」「国際社会において重要な役割を果たしてきたこと」などについて学ぶ。また、発展してきた一方、解決

が目指されている国内外の課題が数多くあることについても理解していく。研究授業本時は「１２．新しい日

本、平和な日本へ」のまとめにあたる。単元を通して学んできたことを生かして、本時の課題に対して、これ

から日本がどのような国づくりをしていけばよいか、自分との関わりの中で考える力を養う。 

キャリア教育の視点では、「キャリアプランニング能力」を中心に捉えている。これまでの歴史を学習する

児童の様子を見ていると、学習を進めていく中で今と昔を比較したり、時代ごとの移り変わりや人々のくらし

について調べたりすることに関心が高まっている。単元を終える頃には、学習してきたことをもとに現在の自

分たちの生活と過去の出来事との関わりを考えたり、過去の出来事をもとに現在及び将来の発展を考えたりし、

歴史を学ぶ意義を考えるとともに、さらに未来に向けて自分にできることを考える力を伸ばしたい。 

 

（２）高学年の目指す児童像と本単元で重点となる基礎的・汎用的能力 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（３）本単元で目指す児童像を実現するための手だてと関連する夢４ 

【手だて１】：日本の課題を自分事として身近に感じさせるために。 

〇身近な大人に課題を聞く。 

現在の日本が抱える課題を一番身近な保護者等に聞くことで、自分にも身近な課題だと感じる

ことができるようにする。 

 

【夢４】 

【手だて２】：自分とのかかわりの中で考えることができるようにするために 

○日本が抱える課題を選択して話し合う。 

 日本が抱える課題は様々あるため、話し合いがしやすいように日本の課題を５つに絞り、その

課題について身近な大人にインタビューし、その課題の中から自分が考えたい内容を選ばせ、で

きるだけ同じ課題を選択した児童同士でグループ編成するようにする。 

 

○日常生活との関連付けをする。 

 政治や日本国憲法、選挙の働き、歴史等、今までに学習したことに関連付け、日常生活の様々

な面でニュース等の情報について意識できるように声掛けを続けている。「今」の社会の様子を

知ることで、自分にかかわる課題として捉えることができるようにする。 

 

【夢４】 

 
 
 
 

実現（realization） 

努力を重ね、「なりたい自分」に近付く児童 

自己理解・自己管理能力 

人間関係形成・社会形成能力 キャリアプランニング能力 

課題対応能力 



 
 

５ 指導計画 

 学習内容 主な学習活動 ◆指導上の留意点 
【評価規準】 

基礎的・汎用的能力 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

１ 

 

敗戦直後の資

料から、気付い

たことや疑問

を出し合い、学

習問題をつく

る。 

○敗戦直後の資料から気付

いたことを話し合う。 

○新宿の３枚の写真を比べ

て気付いたことを話し合

い、学習問題をつくる。 

 

◆「まなび方コーナー」で、複

数の写真から読み取るポイン

トを確認する。 

◆年表に書かれているできごと

をもとに、日本はどのような

国になってきたのかを考えさ

せる。 

【思・判・表①】 
【主①】 

 
 
 
 
 

調
べ
る 

 

２ 日本が、日本国

憲法の制定を

はじめとする

戦後改革を行

い、平和で民主

的な国家とし

て出発したこ

とについて理

解する。 

○戦後改革や日本国憲法に

ついて調べる。 

○戦後改革について調べた

ことを年表にまとめ、「一

言コメント」を書き込む。 

 

 

◆「一言コメント」には、それ

ぞれの取り組み（できごと）

の説明を書くようにさせる。 

◆年表と「一言コメント」をも

とに、なぜ短い間にたくさん

の改革が行われたのかを考え

させる。 

 

【知・技①】 

３ 日本の国際社

会への復帰の

過程や、産業の

復興と生活の

向上について

理解する。 

○第二次世界大戦後の世界

の動きを調べる。 

○「サンフランシスコ平和

条約」や「国際連合への

加盟」「産業の復興」を中

心に、日本の復興への道

のりを年表にまとめ、背

景を話し合う。 

 

 

 

◆教科書の巻末年表や写真、地

図などを活用して、日本の独

立までの概要を捉えさせる。 

◆電化製品の普及率のグラフを

読み取らせ、産業の復興や生

活の向上と関連させて考えさ

せる。 

【知・技①】 

４ 東京オリンピ

ック・パラリン

ピックの開催

や、公害などの

環境問題の発

生について理

解する。 

○東京オリンピック・パラ

リンピックの開催とそれ

に関連するできごとを調

べる。 

○東京オリンピック・パラ

リンピック開催前後の国

民生活の変化について調

べる。 

 

 

 

◆東京オリンピック・パラリン

ピックの開催が国民にとって

どのような意味をもっていた

のかを考えさせる。 

◆どのような場所で公害が発生

したのかについて、５年生の

学習を想起させて考えさせ

る。 

【知・技②】 



 
 

５ 世界と日本の

課題とそれに

対する取り組

みについて理

解する。 

 

○冷戦後の世界の課題を調

べる。 

○高度経済成長後の日本の

課題を調べる。 

○課題に対する取り組みを

調べ、自分たちにできるこ

とを考える。 

◆さまざまな資料を用いること

で、課題に気付かせるととも

に、それに対する様々な取り

組みがなされていることを捉

えさせる。 

◆世界の課題を調べることで、

「政治・国際編」の「世界の

未来と日本の役割」の学習に

つなげる。 

【知・技②】 
【主①】 

 

６
（
本
時
） 

学習してきた

ことをもとに、

日本が抱える

課題をどのよ

うに解決した

らよいのかに

ついて、自分と

の関わりの中

で考える。 

○世界に広がる日本の文化

や技術を調べる。 

○現在の日本が抱える課題

や果たすべき役割につい

て調べ、考えたことを話

し合う。 

◆日本のよさと課題の両面か

ら、これからの日本の在り方

を考えさせる。 

◆児童の生活経験や関心の傾向

などを考慮して、話し合う話

題を設定するようにする。 

【主②】 

 

ま
と
め
る 

７ 

 

調べたことを

年表にまとめ、

戦後我が国は

民主的な国家

として出発し、

国民生活が向

上し、国際社会

の中で重要な

役割を果たし

てきたことを

理解し、適切に

表現する。 

○日本の果たすべき役割に

ついて発表する。 

○年表を使って、現在の社

会に重要な影響を与えた

できごとを一つ選び、そ

の影響を文章にした上

で、友達と話し合う。 

 

◆今まで学習してきたことを振

り返る。 

◆選んだ出来事が現在にどのよ

うな影響を与えているのかを

考えることで、学習問題に迫

ることができるようにする。 

【知・技②】 
 

【思・判・表①】 

 

い
か
す 

８ 学習したこと

をもとに、歴史

を学ぶ意味に

ついて考え、歴

史の学習を未

来に生かそう

とする。 

○カードを使って、歴史の

学習を振り返る。 

○学んできた歴史につい

て、分かったことや未来

に生かせると思うこと

を、自分の視点を一つ決

めて考え、話し合う。 

○歴史を学んで分かったこ

とや考えたことについて

意見文を書く。 

◆カードを見て、社会の様子が

どのように変わってきたのか

を考え、時代の変化を捉えさ

せる。 

◆話し合いを通して、歴史を学

ぶ意味に目が向くようにす

る。 

【思・判・表①】 
 

【主②】 
 
 

 

 

 

 

 



 
 

６ 本時の学習（７時間扱いの６時間目） 
（１） 本時の目標（その教科の目標） 
（２） 我が国が歩んできた歴史と改善点を整理し、これからどのような国を目指していけばよいか、自分と

の関わりの中で考えようとする。 

（３）キャリア教育の重点  
◎現在と過去の出来事との関わりを考えたり、過去の出来事をもとに現在及び将来の発展を考えたりす

ることで、学ぶこと働くことの意義を理解する力を育む。【キャリアプランニング能力】 
 
（４）展開 
段階 学習活動 教材，教具，学習形態 指導・支援（○） 評価（●） 
 

導
入 
５ 
分 
 
 
 
 
 
 

展
開 
35 
分 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
５
分 
 

１ 本時のめあてを知り、学習の見通しを
もつ。 

T：日本が世界に誇れるものはどのよう
なものだろう。 

 C：ノーベル賞をとる人がいる。 
 C：アニメは世界でも有名。 
 C：スポーツで活躍する人がいる。 
 C：安全に過ごせる。 
 
 
 
 
２ インタビューしたことを参考にして、

これから日本がどのような国づくりを
していけばよいか話し合い、ホワイト
ボードにまとめる。（5 分） 

 
３ 日本が抱えている課題の中の、自分た

ちが選択した課題について調べる。 
（20 分） 

 
 
４ 次回の発表に向けて、自分たちの考え

をまとめる。 
 
 
 
 
 
５ 次時の学習内容を確認する。 

 
 
・スライド資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・グループでの交流 
・ホワイトボード、 
 ペン 
 
 
・グループでの作業 
・クロムブック 
 
 
 

 
 
○児童の発言の後、さらにスライ
ドを活用し、学習の見通しをも
つことができるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
○現状と取り組みを調べるように
指導する。 

 
 
○最終的にどのような国を目指し
ていくとよいのかグループの考
えをまとめる。 

 
●学習したことを基に、日本が抱える課

題やそのよりよい解決方法について、

自分との関わりの中で考え、ようとし

ている。    【主②】 

 
 
 
 
 
○他の国とうまく関わることと同
時に、自分の国に誇りをもち、
課題を解決していくことが大切
であることを伝える。 

                                  ※波線はキャリア教育の視点 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの日本は、どのような国を目指していけばよいのだろう。 

これからの日本を考えよう 
     
                     

 
（例） 

 平和           少子高齢化 
 

 
 
 

  環境            防災 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（スクリーン） 

これからの日本は、どのような国を 
目指していけばよいのだろう。 



 
 

８ 実践を終えて 

成果 

・歴史の学習のまとめとなる単元だったが、児童が日本の課題の中で、４・５年生で学習した環境や農業、工

業、水産業などについても振り返り、日本の未来について考えることができた。 

・家庭で日本の課題について身近な大人にインタビューをしたり、授業で話し合ったりすることを通して、自

分たちが知らなかった日本、世界の様子や家庭での取組などを知り、「自分も家族と一緒に取り組んでいき

たい。」「これから自分たちにできることはないか考えて過ごしたい。」「これからの未来を自分たちでつくっ

ていきたい。」など、未来につながる思いをもたせることができた。 

・問題を解決するために、日本だけでなく、世界でも協力していることを理解させることができた。 

 

課題 

・どのような日本にしていきたいかグループで話し合う時間をあと５分延ばしたほうがよいことが分かった。

事後授業でグループでまとめる方向性をしっかりと決め、調べたい内容を絞らせると、その後の活動が決ま

った時間の中でできた。時間配分や調べる内容の精選について児童に見通しをもたせることが課題となった。 


